













































1)、大下　　光 1)、都竹　秋子 1)、千葉まゆみ 1)、

































































正 1)、柚原　愛加 1)、畠山　桂吾 1)、甲村　亮二 1)、
大林　寛美 2)、荒木　憲昭 3)、垣屋　　聡 4)、稲垣　朱実 4)
【目的】今回我々は、インスリン製剤からリラグルチドへの切替後、
食欲やQOLへの影響と血糖コントロール、体重の推移を検討した。
【対象】当院外来通院中の2型糖尿病患者でインスリン製剤からリラ
グルチドに切り替えた26例（男性14例、女性12例）
【方法】インスリン製剤からリラグルチドへの切替後、3ヵ月、6ヵ
月後、1年後で、HbA1c、体重、グリコアルブミンの変化、アンケー
トにて食事量、満腹感等について調査した。
【結果】26例のリラグルチド導入時のHbA1c（NGSP値）は9.16±
1.88%、グリコアルブミン：23.8±7%、体重70±14kgであった。切
替後52週リラグルチドを継続できた症例は26例中11例で、血糖コン
トロールができなかってインスリンに戻った症例が15例あった。11
例の導入前インスリン使用量は18.2±13.4UでありHbA1c（NGSP値）
は8.19±1.01%から8.46±0.82%、グリコアルブミンは20.4±2.2％から
20±4.8%、体重は67.2±12.3kgから64±11.7kgへと推移した。リラ
グルチドでは血糖コントロールができなかった15例の導入前インス
リン使用量は31.6±18.3U、リラグルチド投与終了時のHbA1c（NGSP
値）は9.76±1.59%、切替後平均5.3か月であった。患者アンケート
結果：投与後に「満腹感」が「ある」もしくは「ややある」と答え
た割合は空腹時で62.5%、食前50％、食間62.5％であった。また1年
後の「食事量」については「減った」あるいは「やや減った」が朝
食25%、昼食25％、夕食25％、間食12.5％であった。
【結論】インスリン製剤から切替えられた症例では、導入前のイン
スリン使用量が少なく、体重減少作用が認められた。リラグルチド
の食欲低下作用は投与1年後も認められ、食事摂取量の低下も得ら
れた
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